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リアルタイムPCRを用いた梅毒・HSV同時遺伝子検出法の開発による
性感染症の早期診断

◼ 遺伝子検査法の導入により、血清学的検査では診断が困難であった
梅毒早期例や、HSVとの重複感染例を迅速に検出でき、性感染症診
療における早期診断・早期治療への適応が期待されます。

◼ 梅毒は、日本国内でも感染者が急増している性感染症で、治療せず
に放置してしまうと神経症状を伴う晩期梅毒へ進行する可能性があ
ります。妊婦が感染した場合には、先天梅毒を引き起こし、死産に
つながることがある疾患です。

◼ 性感染症では複数病原体の同時感染も多いため、単一病原体のみを
対象とした検査では診断効率に限界があると考えられます。梅毒と
HSVを同時に迅速検出できる遺伝子検査法を開発し、梅毒の早期発
見・早期治療を実現することが課題です。
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◼ 梅毒と性器ヘルペスウイルス感染症
（HSV)は、性感染症の中でも症状が似て
いるため、病変の所見だけでは鑑別が難し
いとされています。

◼ 本研究では梅毒の病原菌である
Treponema pallidumとHSVを同時に検出
可能なマルチプレックス遺伝子検査法を開
発し、臨床診療へと導入することを目指し
ました。
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◼ 今後は、実臨床検体を用いた性能評価や、既存の血清学的検査法や
他のPCR試薬との比較などを行っていきます。

◼ 性感染症診療における、梅毒・HSV同時遺伝子検出法の臨床的有用
性を確認していきます。将来的には、その有用性や臨床現場・関連
学会等からのニーズに応じ、社会実装（保険収載）に向けた検討を
進めます。

◼ 知財：無

◼背景・解決したい課題

【検査薬】：梅毒/ Treponema pallidum subsp. pallidum

T. pallidumをウサギ精
巣で培養した株を使用
します

T. pallidum・HSV同
時検出マルチプレッ
クスPCR系開発

Spike検体を用いた性
能評価や陽性コント
ロールを用いた最小検
出感度（LOD)や特異
度、再現性の評価をし
ます
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